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こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
詳
し
く
は
来
月
の
広
報
猿
払

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
総
務
課
情
報
防
災
係

☎
２
‐
３
１
３
１

情報広場

教場X

益野紳佑の妻は半年前、 車に

はねられ亡くなった。 事故の

唯一の目撃者は娘の麗馨だっ

たが、 警察は幼い娘の証言を

採用せず、 犯人とされた男は

不起訴となっており…。

二度のスペシャルドラマ化で日

本中を熱狂させた 「教場」 シ

リーズ最新作にして最高傑作!

切れ味鋭い傑作が揃い踏みし

た倒叙ミステリ短編集。

透明な螺旋

房総沖で男性の銃殺遺体が見

つかった。 失踪した恋人の行

方をたどると、 関係者として天

才物理学者の名が浮上した。

警視庁の刑事 ・ 草薙は、 横須

賀の両親のもとで過ごす湯川

学を訪ねる。 「愛する人を守

ることは罪なのか」 ガリレオシ

リーズ最大の秘密が明かされ

る。

月曜日の抹茶カフェ

川沿いの桜並木のそばに佇む

喫茶店 「マーブル ・ カフェ」。

定休日の月曜日に、 一度だ

け 「抹茶カフェ」 を開くことに。

ツイていない携帯ショップ店員

と愛想のない茶問屋の若旦那

…。 この縁は、 きっと宝物に

なる。 人は知らず知らずのう

ちに、 誰かの背中を押してい

る。 一杯の抹茶から始まる、

東京と京都をつなぐ１２ヵ月の

心癒やされるストーリー。

かずさんの手

96歳のかずさんはみかのひい

おばあちゃん。 ある夏の始まり

の日、 ふと、 かずさんが話し

てくれたのは、 1945年の8月

9日の原爆が落とされた日のこ

と。 長崎の病院で働いていた

ときに起きた出来事でした。

キツネくんとツルくん

キツネはある日、 ツルを食事

に招待しました。 ツルは喜ん

でやってきましたが、 だされた

料理はみんなお皿の上。 ツル

はうまく食べることができませ

ん。 それから少しして、 キツネ

はツルから食事に誘われまし

た。 ところが、 だされたのは細

長いつぼに入った料理ばかり。

怒ったキツネは…？イソップ童

話 「キツネとツル」 を元にした

お話です。

ふしぎ駄菓子屋銭天堂 16

研究所の職員が紅子を装っ

て、 開発した駄菓子をばらま

き、 銭天堂の評判をおとしめ

る計画は、 着々と進行してい

た。 これを知った紅子は、 こ

の計画を阻止しようと、 行動

に出る。 しかし、 六条教授は、

紅子の動きを完全に読んでい

た…。 そして、 ついに紅子と

六条教授の対決のときがせま

る。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

※
サ
ポ
ー
ト
対
応
は
、
平
日
の
９
時
か

ら
17
時
ま
で
で
す
。
な
お
、
窓
口
の
混

雑
状
況
で
は
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
カ
ー
ド
の
受
取
は
約
１
～
２
か
月
後

に
な
り
ま
す
。
ご
自
宅
へ
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
通
知
書
」
（
白
い
ハ
ガ
キ
）

が
届
き
ま
し
た
ら
、
ハ
ガ
キ
に
書
か
れ

る
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
役
場
へ
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
住
民
課
生
活
環
境
係

☎
２
‐
３
１
３
３

　

村
の
お
知
ら
せ
や
議
会
の
中
継
を
放

送
し
て
い
た
音
声
告
知
端
末
が
防
災
行

政
無
線
に
変
わ
り
ま
す
。

　

新
た
な
端
末
は
乾
電
池
で
も
動
く
の

で
、
停
電
時
で
も
防
災
情
報
伝
達
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
令
和
４
年
１

月
ご
ろ
よ
り
、
各
ご
家
庭
へ
新
た
な
端

末
を
配
布
し
、
４
月
よ
り
新
た
な
端
末

の
運
用
に
移
行
し
ま
す
。
端
末
配
布
や

旧
端
末
の
回
収
等
で
、
ご
家
庭
に
伺
う

　

11
月
は
「
固
定
資
産
税
の
第
４
期
」

と
「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
５
期
」
の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

役
場
住
民
課
で
は
、
多
く
の
村
民
の

皆
様
へ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
来
庁
さ
れ
た
際

に
申
出
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
カ
ー
ド
用

の
写
真
撮
影
か
ら
申
請
代
行
ま
で
無
料

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
今
後
、
様
々
な
行

政
手
続
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
予

定
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
手
続
に
は
、
申
請
を
希
望
す
る
ご
本

人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。
15
歳
未
満
の

人
や
成
年
被
後
見
人
の
人
は
、
そ
の
法

定
代
理
人
（
親
権
者
）
の
人
も
一
緒
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
増
築
が
決
ま
っ
た
ら

　

家
屋
の
増
築
が
決
ま
っ
た
際
に
は
、

施
工
を
担
当
す
る
建
設
会
社
及
び
完
成

予
定
日
を
住
民
課
税
務
係
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
完
成
後
に
は
新
築
時
と
同

様
、
増
築
部
分
の
家
屋
評
価
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
現
地
調
査
の
日
程
に

つ
い
て
税
務
係
よ
り
ご
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（
賦

課
期
日
）
現
在
に
存
在
し
て
い
る
固
定

資
産
を
課
税
対
象
と
し
、
そ
の
年
の
４

月
か
ら
始
ま
る
年
度
分
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
増
築
部
分
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
完
成
の
翌
年
度
か
ら
課
税

さ
れ
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

税
務
係
か
ら

　
　
　

納
期
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

家
屋
を
増
築
す
る
予
定
が
あ

る
方
へ

令
和
２
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

～
情
報
開
示
の
徹
底
と
財
政
の
早
期
健
全
化
～

■総務課財政管財係　☎２-３１３１

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、「
健
全
化

判
断
比
率
」
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
分
か
り
や
す
い
財
政

情
報
の
開
示
と
自
主
的
な
改
善
努
力
に

よ
る
財
政
健
全
化
を
目
的
に
作
ら
れ
た

も
の
で
、
４
つ
の
財
政
指
標
か
ら
構
成

さ
れ
る
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
公
営
企

業
の
経
営
状
態
を
示
す
「
資
金
不
足
比

率
」
が
公
表
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
の
比

率
が
基
準
を
超
え
る
と
、
段
階
的
に
「
早

期
健
全
化
団
体
」「
財
政
再
生
団
体
」
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
の
議
決
を
経
て

「
財
政
健
全
化
計
画
」「
財
政
再
生
計
画
」

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆猿払村の状況

比率の名称
猿払村の状況 早期健全化

基準
財政再生
基準令和２年度 令和元年度

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 該当なし 該当なし 15％以上 20％以上

連結実質赤字比率 該当なし 該当なし 20％以上 30％以上

実質公債費比率 ９.９％ 10.４％ 25％以上 35％以上

将来負担比率 ８.７％ ２.１％ 350％以上 ―

資
金
不
足
比
率

国保病院事業会計 該当なし 該当なし

20％以上 ―簡易水道事業会計 該当なし 該当なし

下水道事業会計 該当なし 該当なし

◆各比率の説明

比率の名称 内　　　容

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計の実質的な赤字を示す比率です。

連結実質赤字比率 全ての会計の実質的な赤字を示す比率です。

実質公債費比率
公債費（借金の償還費用）とこれに準じた経費

の比重を示す比率です。

将来負担比率
村の持つ借金残高など、一般会計が将来負担すべ

き実質的な負債を捉えた比率です。

資金不足比率 公営企業ごとの資金不足額の比率です。

全ての比率で「早期健全化基準」未満、「健全段階」です。

ご
自
宅
の
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
が

変
わ
り
ま
す

長岡 弘樹  著東野 圭吾  著 青山 美智子  著

佐和 みずえ  作
木坂 涼  作

廣嶋 玲子  著

広
報
猿
払
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

２
０
２
２
年
１
月
号
で
刊
行

５
０
０
号
を
迎
え
ま
す
。

そ
れ
を
記
念
し
て
、
広
報
猿
払
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

内
容
は
、
広
報
猿
払
に
つ
い
て
の

ご
意
見
や
ご
要
望
、
一
番
記
憶
に

残
っ
て
い
る
広
報
紙
に
つ
い
て
な

ど
で
す
。
回
答
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
ま
た
は
、
猿
払
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
バ
ナ
ー
か
ら
回
答
フ
ォ
ー
ム

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
５
０
０
号

記
念
の
特
集
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

広
報
猿
払
５
０
０
号
記
念
！




